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　この保険契約に定められた当該契約年度の分割保険料（注１）の払
込みを完了する前に、この特約が付帯された普通保険約款の規定により、
保険金支払によって保険契約が終了する場合には、保険契約者は、当
該契約年度に対する未払込保険料の全額（注２）を一時に当会社に払
い込まなければなりません。
（注１）傷害安心保険においては、「当該契約年度の分割保険料」を「12

回分の分割保険料」に読み替えて適用します。
（注２）傷害安心保険においては、「当該契約年度に対する未払込保険

料の全額」を「未払込保険料の全額」に読み替えて適用します。

第５条（分割保険料不払の場合の解除とその効力発生日）
⑴　当会社は、次のいずれかに該当する場合は、保険契約者に対する
書面による通知をもって、この保険契約を解除することができます。こ
の場合の解除は、それぞれに定める解除の効力の発生の日から将来
に向かってのみその効力を生じます。
①　第１回分割保険料（注1）については、保険期間の初日までに分
割保険料の払込みがない場合。また、解除の効力の発生の日は、保
険期間の初日とします。
②　第２回以降の分割保険料（注２）の場合については、保険料払込
期日の属する月の翌月末日までに、その保険料払込期日に払い込ま
れるべき分割保険料の払込みがない場合。また、解除の効力の発
生の日は、その分割保険料を払い込むべき保険料払込期日または
保険期間の末日のいずれか早い日とします。
③　分割保険料の払込みが月払の第２回以降の分割保険料（注２）
の場合については、保険料払込期日までに、その保険料払込期日に
払い込まれるべき分割保険料の払込みがなく、かつ、次回保険料
払込期日までに、次回保険料払込期日に払い込まれるべき分割保
険料の払込みがない場合。また、解除の効力の発生の日は、次回保
険料払込期日または保険期間の末日のいずれか早い日とします。

（注１）傷害安心保険においては、「第１回分割保険料」を「新規契約
の第１回分割保険料」に読み替えて適用します。

（注2）傷害安心保険においては、「第２回以降の分割保険料」を「第
２回以降の分割保険料および継続契約の第１回分割保険料」
に読み替えて適用します。

⑵　当会社は、⑴の規定により当会社がこの保険契約を解除したとき
は、既に払い込まれた既経過期間に対応する保険料は返還しません。

第６条（保険料の返還）
　普通保険約款の無効、失効、解約または解除に規定により保険料を
返還する場合は、既に払い込まれた保険料の総額から、普通保険約款
に規定する払い込まれるべき保険料の総額を差し引いた残額がある場
合に限り、その保険料を返還します。

第７条（保証会社による保険料立替払特約の失効の場合の取扱い）
⑴　保証会社による保険料立替払特約が保険契約者の責めに帰すべ
き事由により失効した場合には、この特約も失効します。
⑵　⑴の場合、当会社は他の払込方法により、保険契約者に未払込保
険料の全額を直接請求できるものとします。
⑶　当会社は、保険料払込期日の属する翌々月末日までに未払込保険
料の全額の払込が行われた場合には、その保険料払込み前に生じた
事故による損害に対して、保険金を支払います。
⑷　保険契約者が保険料払込期日の属する翌々月末日までに未払込保
険料の全額の払込を行わない場合には、当会社は、保険契約者に対
する書面による通知をもって、この保険契約を解除することができます。

第８条（保険料の口座振替払特約、保険料のクレジットカード払特約、
保険料のコンビニエンスストア払特約および保証会社による保険料
立替払特約との関係）
　普通保険約款に、保険料の口座振替払特約、保険料のクレジットカー
ド払特約、保険料のコンビニエンスストア払特約または保証会社による保
険料立替払特約が付帯され、これらの特約に別途定めがある場合は、
この特約の規定にかかわらず、これらの特約を優先して適用します。

第9条（準用規定）
　この特約に定めのない事項については、この特約の趣旨に反しないかぎ
り、普通保険約款およびこれに付帯される他の特約の規定を準用します。

集団扱特約
＜用語の定義＞
この特約において使用される次の用語は、それぞれ次の定義によります。

第１条（この特約の適用条件）
　この特約は、保険契約者が保険料の払込方法(経路)として保険料を
集金者を経て払い込むことを選択し、当会社がこれを承認した場合に適
用する。ただし、次のすべての条件を満たしている場合に限ります。
①　保険契約者が集団の構成員であること。
②　集団または集団から保険料集金を委託されている者と当会社と
の間に集金契約が締結されていること。
③　保険契約者が、集金者に次のことを委託し、集金者がそれを承
諾していること。
ア.集金者が集金手続を行い得る最初の集金日までに保険契約者
から保険料を集金すること。

イ.ア.により集金した保険料を当会社の指定する場所に支払うこと。

第２条(保険料の払込方法)
⑴　当会社は、この特約により、保険契約者が保険料を一括して、また
は保険証券記載の回数および金額(以下「分割保険料」といいます。）
に分割して払い込むことを承認します。
⑵　保険契約者が保険料を一括して払い込む場合は、集金契約に定
めるところにより、集金者を経て払い込まなければなりません。
⑶　保険契約者が保険料を分割して払い込む場合は、次に定めるとこ
ろによります。
①　第１回分割保険料は、保険契約締結と同時に直接当会社に払
い込むか、または集金契約に定めるところにより、集金者を経て払い
込まなければなりません。

②　第２回以降の分割保険料は、集金契約に定めるところにより、集
金者を経て払い込まなければなりません。

第３条（保険料領収前の事故）
⑴　集金契約に定めるところにより、集金者を経て払い込まれる保険料
の場合には、普通保険約款に定める保険料領収前に生じた事故の
取扱いに関する規定を適用しません。

⑵　⑴の規定により、被保険者が事故による損害に対して保険金の支
払いを受ける場合には、その支払を受ける前に、保険契約者は既に
到来した集金日に払い込むべき保険料の全額を集金者に払い込んで
いなければなりません。既に到来した集金日に払い込まれる保険料の
払込みがない場合は、当会社はその保険料を相殺して保険金を支払
います。なお、保険事故発生の日が、初回保険料集金日以前の場合に
おいて、当会社は初回保険料集金日にかかわらず、その初回保険料
を含む既に到来した集金日に払い込むべき保険料の払込みがない場
合は、その保険料の全額を相殺して保険金を支払います。

第４条（追加保険料の払込み）
　当会社が、この特約が付帯された普通保険約款の規定による追加保
険料の請求をした場合は、保険契約者は、集金者を経ることなく、その全
額を一時に当会社に払い込まなければなりません。

第５条（保険金の支払および未払込保険料の払込み）
　この保険契約に定められた保険料の払込みを完了する前に、この特
約が付帯された普通保険約款の規定により、保険金の支払によって保
険契約が終了する場合には、保険契約者は、保険金の支払を受ける以
前に未払込保険料の全額を集金者を経ることなく、一時に当会社に払
い込まなければなりません。

第６条（保険料領収証の発行）
　当会社は、集金者を経て払い込まれた保険料については、領収した
保険料の合計額に対する保険料領収証を集金者に対して発行し、保険
契約者に対してはこれを発行しません。

第７条（特約の失効または解除）
⑴　この特約は、次のいずれかに該当する事実が発生した場合、①の
事実のときは、その事実が発生したことにより集金者による保険料の
集金が不能となった最初の集金日、②から④までの事実のときは、

集金者 当会社との間に集金契約を締結した者をいいます。
集金日 集金契約に定める集金日をいいます。
初回保険料 保険料を一括して払い込む場合は、一括払保険料を

いい、保険料を分割して払い込む場合は、第1回分割
保険料をいいます。

集金契約 「保険料集金に関する契約書（集団扱契約用）」
による集金契約をいいます。

未払込保険料 この保険契約に定められた総保険料から既に払い込
まれた分割保険料の総額を差し引いた額をいいます。

集団 当会社が承認する集団をいいます。
用　語 定　義
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その事実が発生した日（以下「集金不能日」といいます。）から将来に向
かってのみその効力を失います。
①　集金契約が解除されたこと。
②　保険契約者または集金者の責めに帰すべき事由により、保険料
が集金日の属する月の翌月末日までに集金されなかったこと。ただ
し、集金者が保険契約者に代わって保険料を集金日の属する月の
翌月末日までに支払った場合を除きます。
③　保険契約者が集団の構成員でなくなったこと。
④　当会社が集金者からこの保険契約について集金契約に基づく
保険料の集金を行わなくなった旨の通知を受けたこと。

⑵　当会社は、この保険契約に係る集金契約の対象となる保険契約者の
人数(注)が10名未満である場合には、この特約を解除することができます。
（注）同一の保険契約者が複数の集団扱特約付の保険契約を締

結している場合は１名と数えます。
⑶　⑴①から④までの事実が発生した場合または⑵の規定により当会
社がこの特約を解除した場合は、当会社は、遅滞なく、保険契約者に
対する書面によりその旨を通知します。

第８条（特約の失効または解除後の未払込保険料の払込み）
⑴　保険契約者は、第７条(特約の失効または解除)⑴の規定によりこの
特約が効力を失った場合は集金不能日の属する月の翌月末日までに、
第７条（特約の失効または解除）⑵の規定によりこの特約が解除され
た場合は解除日の属する月の翌月末日までに未払込保険料の全額を
集金者を経ることなく、一時に当会社に払い込まなければなりません。
⑵　当会社は、⑴に規定する期間内に未払込保険料の全額が払い込
まれない場合は、集金不能日またはこの特約の解除日から未払込保険
料の全額を領収するまでの間に生じた事故による損害に対しては、保
険金を支払いません。ただし、この未払込保険料に初回保険料が含ま
れる場合に⑴に規定する期間内に未払込保険料の全額が払い込ま
れない場合は、保険始期日から未払込保険料の全額を領収するまで
の間に生じた事故による損害に対しては、保険金を支払いません。
⑶　当会社は、⑴に規定する期間内に未払込保険料の全額が払い込
まれない場合は、保険契約者に対する書面による通知をもって、この
保険契約を解除することができます。
⑷　⑶の解除は、集金不能日またはこの特約の解除日から将来に向
かってのみその効力を生じます。

第９条（準用規定）
　この特約に定めのない事項については、この特約の趣旨に反しないかぎ
り、普通保険約款およびこれに付帯される他の特約の規定を準用します。

法人等契約の被保険者に関する特約
第１条（この特約の適用条件）
　この特約は、保険契約者が法人等（注）であり、その役員、使用人また
は管理下にある者（以下「従業員等」といいます。）が借用戸室に居住
する場合に適用します。
（注）個人事業主を含みます。以下同様とします。

第２条（被保険者の範囲）
　この特約が付帯された保険契約の被保険者は、普通保険約款の規
定にかかわらず、保険契約者である法人等の従業員等で生活の本拠と
して借用戸室に居住する者およびその者と生活の本拠として借用戸室
に同居する者（注）とします。ただし、当会社と締結された他の保険契約
における被保険者である者を除きます。
（注）従業員等と同居する者については、借用戸室の賃貸借契約時ま

たはその入居時に借用戸室の貸主または管理会社等に入居者
として通知された者に限ります。

第３条（準用規定）
　この特約に定めのない事項については、この特約の趣旨に反しないかぎ
り、普通保険約款およびこれに付帯される他の特約の規定を準用します。

転居に関する特約

第１条（この特約の適用条件）
　この特約は、被保険者が借用戸室(以下「転居前借用戸室」といいま
す。）から転居に伴って転居前借用戸室の当会社との保険契約を解約
し、転居後の借用戸室（以下「転居後借用戸室」といいます。）において
も当会社とこの保険の保険契約を新たに締結した場合に適用します。

第２条（転居前借用戸室での事故の取り扱い）
　この特約により、転居前借用戸室と転居後借用戸室の賃貸借契約の
契約期間が重複している場合に限り、30日間を限度として転居前借用
戸室において生じた、普通保険約款およびこれに付帯される特約に規

定する保険金支払事由に対しても、転居後借用戸室にかかわる保険契
約において保険金を支払うことができるものとします。

第３条（準用規定）
　この特約に定めのない事項については、この特約の趣旨に反しないかぎ
り、普通保険約款およびこれに付帯される他の特約の規定を準用します。

保険証券の発行省略特約

第１条（特約の適用条件）
　この特約は、保険契約者が保険契約締結時に保険契約申込書等により
保険証券等（注）の発行を省略することについて同意した場合に適用します。
（注）保険契約が成立したときに保険契約者宛てに発行する保険証券

または保険契約が継続されたときに保険契約者宛てに発行する保
険契約継続証をいいます。以下、この特約において同様とします。

第２条（保険証券発行の省略）
⑴　当会社は、この特約により、保険契約者と合意のうえで保険証券等
の発行を省略します。
⑵　⑴の場合、当会社のウェブサイト上に掲載される保険契約者ごとの
特定ページに保険契約の内容として表示した事項を、保険証券等の
記載事項とみなして、普通保険約款およびこれに付帯された他の特
約の規定を適用します。

第３条（保険契約者からの請求による保険証券等の発行）
　前条の規定にかかわらず、保険契約者が、当会社に対して保険証券等
の発行を請求した場合には、当会社はすみやかに保険証券等を発行します。

第４条（準用規定）
　この特約に定めのない事項については、この特約の趣旨に反しないかぎ
り、普通保険約款およびこれに付帯される他の特約の規定を準用します。

通信販売特約

第1条（保険契約の申込み）
　当会社に対して保険契約の申込みをしようとする者は、次に掲げるい
ずれかの方法により、保険契約の申込みを行うことができます。
①　保険契約申込書に所定の事項を記載し、当会社に送付すること。
②　電話、情報処理機器等の通信手段を媒介とし、当会社に対して、保
険契約申込みの意思を表示し、当会社所定の事項を連絡すること。

第２条（保険契約の引受通知）
⑴　当会社は、第１条（保険契約の申込み）の規定により保険契約の申込
みを受けた場合、保険契約引受けの可否を審査し、引受けを行う保険
契約については、保険契約の内容、保険料の額、保険料の払込方法お
よび保険料払込期日を記載した引受通知を書面、電話またはネットワー
クを通じた情報端末の画面への表示により、保険契約者に通知します。
⑵　当会社は、⑴にかかわらず、保険契約者が第１条（保険契約の申
込み）にあたって、引受通知の内容である申込みを行う保険契約の内
容、保険料の額、保険料の払込方法および保険料払込期日を書面や
情報処理機器等により確認できる場合においては、引受けを行う保険
契約に対する引受通知を省略することができます。

⑶　当会社は、引受けを行わない保険契約について、直ちに保険契約
者にその旨を通知します。

第３条（保険料の払込み）
　保険契約者は、保険料払込期日までに保険料を払い込まなければな
りません。

第４条（保険契約の無効）
　当会社は、保険料払込期日の属する月の翌月末日までに、第３条（保
険料の払込み）による保険料の払込みがない場合には、保険契約の申
込みがなされなかったものとします。

第５条（電磁的方法等による通知等）
　当会社からの保険契約者等に対する通知等については、普通保険約
款およびこれに付帯される他の特約の規定にかかわらず、電磁的方法等
（注）による通知等もできることとする。
（注）電子メール等の通信手段を利用する方法のうち当会社が定める

ものをいいます。

第6条（準用規定）
　この特約に定めのない事項については、この特約の趣旨に反しな
いかぎり、普通保険約款およびこれに付帯される他の特約の規定を
準用します。
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【賃貸くらし安心サポートをご利用される際のご注意】

賃貸くらし安心サポート

対象となる物件

対象期間 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
 「賃貸くらし安心保険プラス」にご加入中のお客さまは、借用戸室に生じた、水まわりのトラブル・入口ドアのカギ開け・室外に面した窓
ガラス破損への緊急対応として、緊急出動サービス業者を手配するサービスがついています。
初回のご利用は無料です。（初回のご利用から1年が経過した場合も無料でご利用いただけます。）

「賃貸くらし安心保険プラス」の対象となる家財を収容されている物件（以下、「サービス対象物件」といいます。）とします。

「賃貸くらし安心保険プラス」の開始から終了までとし、かつ、サービス対象物件に入居されている期間（以下、「サービス対象期間」と
　いいます。）とします。

サービス対象物件の、水まわりのトラブル・入口ドアの力ギ開け・室外に面した窓ガラス破損への緊急出動サービス業者手配サービス

次のようなとき、応急出動サービス業者を手配します。
　●お風呂の水が止まらない、あふれているなど（水まわりのトラブル）●外出先でドアロックの力ギを紛失し、家に入れない（入口ドアの力ギ開け）
　●誤って室外に面した窓ガラスを割ってしまった（ガラス破損の緊急対応）

①緊急出動サービス手配の対象は、サービス対象物件のうち、お客さまが居住する部分に生じたトラブルに限ります。
②離島など、サービスをご利用になれない地域または時間帯があります。また、台風災害等の諸事情によっては、緊急出動サービス業者をご利用
になれない場合がございますので、あらかじめご了承ください。

③ご利用のサービスが保険金のお支払の対象になる場合は、保険金としてのお取り扱いになります。
④次の費用は有料となります。
 ◆部品代等の実費　◆作業が30分を超過する時間分の作業費用　◆給排水パイプの凍結修理費用　◆ガラス破損のガラス費用
 ◆その他特殊作業料金など
⑤次の場合は緊急出動手配サービスをご利用いただけません。
 ◆マンション共用部分やサービス対象物件外の上下水道部分が原因の場合　◆お客さまの故意および重大な過失の場合
 ◆初回のご利用から１年が経過していない場合　◆サービス対象期間外の場合　◆戦争ならびに地震・噴火またはこれらによる津波の場合
 等の自然災害発生時　◆弊社が無料サービスの対象外と判断した場合
⑥サービスの受付時には、ご契約者にご加入の契約内容を確認させていただいたうえで、サービスの手配をさせていただきますが、何らかの理由によ
 り契約内容を確認できない場合や、防犯上の観点からサービスの提供をお断りすること、作業に要する費用を一時立替えいただくことがあります。
⑦入口のカギ開けにつきましては、 作業前に顔写真つきの身分証明書などでの本人確認が必要になります。 また、 防犯性の高い錠前（カードキ
　ーなど）や扉の場合、開錠できない場合がございます。
⑧以下の応急対応以外は、お客さまのご負担となります。
 〔水まわりのトラブル：無料作業の範囲〕

●排水管作業は屋内の取り外し可能なジョイン卜部分や汚水ますから作業が可能な範囲まで。
●給水管作業はサービス対象物件内からメーターボックスまで。なお、壁面内部や基底部の集合配管等、大規模な工事が必要とされる場所は
作業の対象となりません。
※特殊作業（有料）…便器脱着作業、トーラー作業、高圧洗浄作業などはお客様のご負担となります。

 〔入口のカギ開け：無料作業の範囲〕
●サービス対象物件入口ドアの錠前の開錠（いわゆるピッキング作業によります。）
※特殊作業（有料）…特殊キー開錠、ダブルロック開錠、ピッキング開錠などはお客様のご負担となります。

このサービスは保険約款・特約に基づいたものではありません。また、このサービスは予告なく内容を変更または中止することがあります。

フリーダイヤル  0120-700-099  (24時間365日受付)ご利用は

　弊社は、個人情報の保護が重要な責務であることを深く認識し、個人情報の保護に関する法律(個人情報保護法)およびその他関連法令を遵
守した業務運営を行い、その運営方針を以下のとおり定め、個人情報および特定個人情報の適正な取扱いを確保するとともに、安全かつ確実な
管理を行います。また、本契約に関する個人情報を、本保険契約引受・維持・管理、付帯サービスの提供等を行うために利用するほか、下記⑴～⑻
の利用・提供を行うことがあります。
⑴　ご本人が同意されている場合
⑵　個人情報の保護に関する法律、その他法令等により外部への提供が必要と判断される場合
⑶　弊社の業務遂行上必要な範囲で、代理店等の業務委託先に提供する場合
⑷　保証会社による保険料立替払特約を付帯した契約において、保険契約内容、保険契約申込書記載内容その他知り得た情報を業務上必要
な範囲で保証会社に提供し利用させる場合。
⑸　保険金の適正および迅速な支払いのために必要な範囲で、保険事故の関係者(事故当事者、医療機関、修理業者等)に提供する場合
⑹　保険金支払いの健全な運営に必要な範囲で、他の保険業に関連する企業・団体・協会等へ提供する場合
⑺　再保険契約の締結や再保険金の受領のために、再保険会社等に必要な情報を提供する場合
⑻　一般社団法人日本少額短期保険協会加盟の他の少額短期保険業者各社および特定の損害保険会社とともに保険金等の支払いまたは保
険契約の解除、取消しもしくは無効の判断の参考とすることを目的として、保険契約に関する所定の情報を相互照会する場合（支払時情報
交換制度）
※「支払時情報交換制度」につきましては、一般社団法人日本少額短期保険協会ホームページ（http://www.shougakutanki.jp/）をご参照
ください。

個人情報に関するお取扱いについて

弊社における個人情報に関するお取扱いの詳細につきましては、弊社ホームページ（http://www.sjrm-ssi.co.jp/）の「個人情報保護方針」 をご覧ください。
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保険期間２年
保険料一時払20,000円契約プランの解約返戻金の例

1か月
17,500

2か月
16,500

3か月
15,500

4か月
14,500

5か月
13,500

6か月
13,000

7か月
12,500

8か月
12,000

9か月
11,500

10か月
11,000

11か月
10,500

12か月
10,000

13か月
7,500

14か月
6,500

15か月
5,500

16か月
4,500

17か月
3,500

18か月
3,000

19か月
2,500

20か月
2,000

21か月
1,500

22か月
1,000

23か月
500

24か月
0

円単位

（既経過期間に1ヶ月未満の端数がある場合には、切り上げます。詳しくは普通保険約款をご参照ください）



事故受付センター  24時間　365日対応
フリーダイヤル 0120－323－671
事故が起きたら、まず弊社事故受付センターへご連絡ください。事故状況等をお聞き
した後、保険金お支払いに関するお手続きなどのご案内をさせていただきます。

ご連絡の際、お手元に、契約申込書【ご契約者様控】または保険証券等をご用意いただきますようお願いいたします。

事故から保険金お支払いまでの流れ

お支払いの対象となる事故

事故発生（お客様）⇒事故受付センターへご連絡

事故状況   ・ 事 故原因等の確認

保険金支払審査

保険金のお支払い 保険金お支払い対象外です

損害状況の確認
保険金請求に必要な書類のご案内

 ＊鑑定・調査を行う場合もあります。

＊1

（お客様）
保険金請求書類・資料の作成と提出

＊2

＊1  保険金のお支払いに向け、損害状況や事故状況の確認について、ご協力をお願いいたします。
＊2  早期の保険金のお支払いに向け、すみやかに必要書類のご提出をお願いいたします。

事故が発生
したら、ただちに
ご連絡ください

お支払いの対象
とならない事故

SB23-003 R230331

弊社の代理店は、保険契約締結の代理権および告知受領権を有しています。

ご契約に関するお問い合わせ（　　　　）契約内容の変更・
解約等

受付時間　午前9時30分～午後5時30分
土日・祝日・年末年始などの弊社の休業日を除きます。

0120-576-225

近畿財務局長（少額短期保険）第6号

セーフティージャパン・リスクマネジメント株式会社

引受保険会社

〒550-0002　大阪市西区江戸堀2丁1番1号


